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 16床

 45人

 12人

25人×1日2回

　  6,500.02 ㎡

　鉄筋コンクリート造　地上６階建

　　3,774.65 ㎡

 　12,830.11 ㎡

　49台

　平成18年 12月13日

　平成20年  3月31日

⑧地域包括支援センター

４．特別養護老人ホーム飛鳥晴山苑

施設の名称

建  設  地

　入所部門では退所者の増加傾向が顕著になっている。直近3年間の推移は令和5年度43名、

令和6年度54名、令和7年度は57名となり、月平均約5名の退所となっている。入所間もない

方の退所が相次いでいる事も特徴的で、平均在苑期間は約2.5年とかなり短くなっている。

今後もこの傾向は続いていくと思われる。一方で入所待機者については減少傾向である。原

因は競合施設の台頭、医療依存度の高い方の増加による受入困難、入所期間の短期化、ユ

ニット型特養は料金が高めの為不人気等が挙げられる。（北区11特養中ユニット型は2施

設）入院者数については年間延人数で1,442名と入所定員の約2.53％であり適正範囲と考え

ているが、今後を見据え入院期間の短縮や入院そのものを減らしていくことを協力医療機関

及び配置医との連携強化により進めていきたい。また入所面接数を増やし常時待機者を確保

する為、入所面接の効率化・迅速化、ショートからのスライド入所の推進等相談室一丸とな

りきめ細かな対応を行う。

　通所部門は3事業所延利用者数23,507名で昨年度より735名の減、昨年対比97.0％であっ

た。一般デイと介護予防デイはほぼ前年度並み（約99％）で推移したが、認知デイが昨年対

比78.8％と苦戦した。期中に名称を親しみやすい「たんぽぽ」と変更したり、一般デイから

のシフトを強化したが伸び悩んだ。次年度はこの認知デイの稼働を安定させることが課題と

なる。居宅介護支援事業所は取扱件数1,992件（昨対113.1％）とここ数年安定した黒字運営

ができている。訪問看護は訪問人数5,392名（昨対93.8％）と減少しているがその分スタッ

フの減員もあり、3年ぶりに黒字化の見込である。

全体としては主力の入所部門に退所者が相次ぎ、稼働が低迷する時期があったものの、あ

る程度安定運営できていること、通所から入所への流れが確立されてきたこと、居宅の安定

と訪問看護の収支改善等良い部分も見えてきている。来年度は「選ばれる施設になる！」そ

して「選ばれる職員になる！」をキーワードとして運営していく方針である。

施設の種別
及 び 定 員

①特別養護老人ホーム（ユニット型・個室）

②ショートステイ （ユニット型・個室）

③デイサービスセンター（一般型）

④デイサービスセンター（認知症対応型）

⑤デイサービスセンター（介護予防型）

⑥居宅介護支援事業所

⑦訪問看護ステーション

１）総括的概要

２）施設概要

竣 工

敷 地 面 積

建築構造規模

建 築 面 積

延 床 面 積

駐 車 台 数

着 工
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9名
10名
14名
19名
2名
1名
3名
4名

事 務 長 　1名

資格取得状況
社 会 福 祉 士 介 護 福 祉 士 92名
社 会 福 祉 主 事 任 用 実務者研修終了者(1級) 6名

医 師  4名

計 105名 78名

ケ ア マ ネ 　1名

見 守 り コ ー デ ィ ネ ー タ ー 　1名

地域包括支援センター

社 会 福 祉 士

作 業 療 法 士
理 学 療 法 士
管 理 栄 養 士

介 護 支 援 専 門 員 初任者・基礎研修終了者(2級) 11名
正 看 護 師 【重複所持あり】
准 看 護 師

　1名

看 護 師

事 務 員 　1名

 2名

訪問看護ステーション

看 護 職 員 　3名  2名

機 能 訓 練 指 導 員 　2名

事 務 職 員 　1名

生 活 支 援 員 ・ 運 転 14名

居 宅 介 護 支 援 事 業 介 護 支 援 専 門 員 　3名

通 所 介 護 事 業

生 活 相 談 員 　2名

介 護 職 員 　7名 12名

看 護 職 員  4名

事 務 職 員

機 能 訓 練 指 導 員

管 理 栄 養 士 　3名

清 掃 ・ 運 転 7名

介 助 ・ 生 活 支 援 員 13名

　1名

　3名

特別養護老人ホーム　飛鳥晴山苑　職員体制

事　業　所 職 種 常　勤 非常勤

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
（短期入所事業含む）

生 活 相 談 員 　3名

介 護 支 援 専 門 員 　2名

介 護 職 員 64名 12名

看 護 職 員 　2名 7名

 1名

管 理 者 施 設 長 　1名

機 能 訓 練 指 導 員 　2名
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岸 町 1 王 子 4

赤 羽 南 1 滝 野 川 29

４－１．特別養護老人ホーム事業関係

　今年度の平均介護度は3.6で昨年度と同様である。年間の入所率は95.1%、稼働率は

93.7%であり、昨年度より0.6％低下している。今年度の入退所者数は入所61名、退所57

名となった。ここ数年退所者が50名を超えることが続いている。入院者数もやや減少し

たものの、延べ入院者数の合計は1,442名で昨年より99名増加した。新規入所に関して

は、早めの面接により入所待機者も3～4名確保出来ているが、退所者多い月が続く場合

には空床期間が長くなる傾向にある。施設長判断による特例入所は徐々に増加してお

り、今後も通常入所と特例入所を併用しながら入所面接を行っていく。

１）入所前住所別在苑者数

入所前住所地 人 数 入 所 前 住 所 地 人 数

志 茂 6 堀 船 10

西 が 丘 3 豊 島 18

赤 羽 北 2 西 ヶ 原 26

赤 羽 台 3 栄 町 3

神 谷 5 田 端 11

岩 渕 町 1 田 端 新 町 3

浮 間 2 中 里 3

桐 ケ 丘 2 上 中 里 4

小 計 33 小 計 121

合 計 154

十 　条　 仲　 原 2 そ の 他 6

東 十 条 5 区 外 4

11月 12月 1月 2月 3月 合計

２）月別入退所状況

月
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

退　所 5 1 4 2 7 6 6

6 3入　所 5 6 2 1 5

9 6 3 3 5 57

6 614 6 9 8
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区分 自宅 病院 特養 老健 介護医療院
有料老人
ホーム

グループ
ホーム

サ高住 計 計

男 1 2 3 2 8 11

女 14 4 1 15 14 5 53 46

計 15 6 1 18 0 16 5 0 61 57

65未満 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95以上合　計

男 0 2 1 1 6 3 9 1 23

女 0 0 3 5 14 29 51 29 131

計 0 2 4 6 20 32 60 30 154

①介護度別障害老人の日常生活自立度　寝たきり度

②介護度別認知症高齢者の日常生活自立度

③男女別平均介護度

男

女

計

３）入所経路及び退所理由

入　所　経　路 退　所　理　由

死亡
長期
入院

自宅

４）在苑者の年齢構成

平均 最高 最低

7 4 0

35 10 1

82.5 95 65

89.3 104 69

42 14 1

計

自立 1 1

88.6

５）介護度別分類

介護度
ランク 介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５

0

Ｊ２ 1 1 2

Ｊ１

4

Ａ２ 1 8 20 10 4 43

Ａ１ 1 3

36

Ｂ２ 4 13 25 20 62

Ｂ１ 7 14 10 5

1

Ｃ２ 2 3 5

Ｃ１ 1

154

介護度
ランク 介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５ 計

計 1 21 52 47 33

3

Ⅰ 1 4 3 1 9

自立 1 2

12

Ⅱｂ 1 8 10 10 4 33

Ⅱａ 2 3 4 3

60

Ⅲｂ 4 8 3 15

Ⅲａ 5 23 17 15

19

Ｍ 3 3

Ⅵ 2 2 8 7

154

要 介 護 １ 要 介 護 ２ 要 介 護 ３ 要 介 護 ４ 要 介 護 ５ 合計 平均

計 1 22 51 47 33

3.61 21 52 47 33 154

3.6

1 21 39 40 30 131 3.6

0 0 13 7 3 23
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医務室部門

＜令和7年度  受診同行・入所者入院状況・看取り状況・面接業務＞

①受診看護師同行　84件

＊誤嚥性肺炎　29名 尿路感染症　10名

＊ 骨折、頭部打撲　9名 脳疾患　5名

＊ 蜂窩織炎　3名

＊ 重度脱水症　肝硬変　貧血　閉塞性動脈硬化症等　20名

②救急搬送　33件

＊誤嚥性肺炎12件、脳疾患5件、尿路感染4件

心不全、骨折、貧血、各2件　　痙攣、心筋梗塞、重度脱水症等　各1件

③入院件数　84件

＊平均入院日数　19.6日

＊入院利用病院　花と森の東京病院53件、神谷病院11件

明理会中央総合病院10件　北医療センター3件、帝京大学1件

健康長寿医療センター4件　都立大塚病院2件

④看取り件数　32件

＊老衰　29件

＊平均年齢　90.40歳

⑤感染対応　・COVID－19、インフルエンザ、　感染性胃腸炎　なし
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　施設入所や体調不良でのキャンセルで昨年より稼働が２％下がった。
　年間を通してキャンセルが出るが特に12-3月に多く出る傾向がある。
　令和8年度は年間を通じ営業をしていくが特に12－3月に力を入れていきたいと思う。

　令和8年度は下記の取り組みを継続していく。
①安心・安全に利用していただけるよう感染症の予防を徹底した環境作り。
②緊急の依頼を積極的に受け入れ地域社会に貢献していく。
③新規利用者の獲得。
④胃ろうやインシュリン自己接種の方、ストマなど医療行為が必要な方の受け入れ態勢を
整える。
⑤サービス向上のため施設内外と情報交換を活発に行っていく。

102 54
合計 5 4 4 20 29 36 60

20 28 46 44 151 91.1女 2 3 1 7
51 209 89.8

最高 最低
男 3 1 3 13 9 8 14

80～84 85～89 90～94 95以上 合計 平均
7 58 83.5 103 50

３）利用者年齢構成
65未満 65～69 70～74 75～79

95 85 81 76 81 1,058
0 0

合　計 94 86 92 97 90 87 94
0 0 0 0 0 0申 請 中 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
19 18616 13 15 17

自 立 0 0 0 0 0 0 0
12 14要介護５ 21 16 13 14 16

16 13 9 9 12 173
10 207

要介護４ 11 15 16 21 19 15 17
19 18 19 15 19 11要介護３ 19 17 23 23 14

19 18 18 17 21 212
17 242

要介護２ 21 18 19 16 15 15 15
22 25 22 23 18 18要介護１ 20 17 18 19 23

1 2 2 3 2 31
0 7

要支援２ 1 3 3 4 3 4 3
0 2 2 1 0 1要支援１ 1

月 81 497

0 0 0 0
11月

合　　計 995 6,095 2,597

216

16.7

累　計

２）介護度別延利用者状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月 3月

16.0

2 月 78 481 203 16.9

1 月 75 494 189 15.9

3

12 月 86 509 232 16.4

11 月 86 529 221 17.6

10 月 91 529 235 17.1

9 月 85 520 221 17.3

8 月 84 535 221 17.2

7 月 86 530 214 17.1

216 15.9

6 月 80 494 226 16.5

5 月 80 494

4 月 83 483

４－２．短期入所生活介護（ショートステイ）事業

～令和7年度の総括～

実 利 用 者 数 利用者延人数 送 迎 回 数 平均利用者数

203 16.0

１）利用状況 　介護保険請求のみの表記（北区緊急生活支援事業・北区認知症高齢者一時保護事業を含む)
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総利用
人数

令和6年度
延べ人数

1023 1074 990 1056 1042 991 1059 964 917 830 896 946 11788

1日平均 39.3 39.7 39.6 39.1 38.6 39.6 39.2 37.1 38.2 34.6 37.3 36.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総利用
人数

令和7年度
延べ人数

947 1008 1049 1055 978 958 991 926 928 861 897 1031 11629

1日平均 36.4 37.3 42.0 39.1 37.6 36.4 36.7 37.0 38.7 35.9 37.4 39.7

①要介護

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計

要支援1 72 67 58 70 49 49 44 41 42 27 30 43 592

要支援2 53 55 55 49 44 42 51 50 40 58 53 63 613

要介護1 335 343 373 400 405 413 424 397 401 359 388 428 4666

要介護2 220 231 225 237 190 203 213 177 180 158 160 193 2387

要介護3 134 165 192 172 170 143 149 155 171 169 161 191 1972

要介護4 77 90 82 65 61 67 76 76 71 70 81 89 905

要介護5 56 57 64 62 59 41 34 30 23 20 24 24 494

合計 947 1008 1049 1055 978 958 991 926 928 861 897 1031 11,629

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

月曜日 158 155 219 162 159 194 166 171 174 169 164 206 174.75

火曜日 193 155 169 211 167 197 156 148 152 146 159 224 173.083

水曜日 183 147 165 195 142 141 173 148 154 137 140 150 156.25

木曜日 142 182 159 184 143 149 178 139 147 128 140 147 153.167

金曜日 144 193 174 163 190 136 167 132 148 136 147 143 156.083

土曜日 127 176 163 140 177 141 151 188 153 145 147 161 155.75

日曜日 947 1008 1049 1055 978 958 991 926 928 861 897 1031 11629

４－３．通所介護(デイサービス）事業(介護予防含む)

　今年度は新規獲得は順調に出来たが、施設入所やＢフロアへの移行も多くほぼ横這いで推
移した。ご利用者様獲得の為に麻雀ボランティアに来苑頂き、利用中のご利用者様やケアマ
ネージャーに告知し新規獲得も出来た。次年度は段階を踏んで口腔機能向上加算を算定し収
益増加に努めていきたい。

２）介護度別利用状況

３）曜日別平均利用状況(予防含む)

１）利用者数
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総利用
人数

令和6年度
延べ人数

156 167 149 195 208 202 205 196 164 149 139 140 2070

1日平均 6.5 7.0 6.0 7.2 7.7 8.1 7.5 7.5 6.8 6.2 5.8 5.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総利用
人数

令和7年度
延べ人数

131 104 117 153 124 145 150 126 114 154 147 166 1631

1日平均 5.0 3.9 4.7 5.7 4.8 5.6 5.6 5.0 4.8 6.4 6.1 6.4

①要介護

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計

要支援1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護1 12 13 15 16 17 15 17 14 9 22 9 13 172

要介護2 27 24 25 27 12 18 5 8 5 24 28 32 235

要介護3 0 0 0 0 11 35 48 35 37 52 55 60 333

要介護4 21 5 16 42 35 38 42 42 39 33 31 35 379

要介護5 71 62 61 68 49 39 38 27 24 23 24 26 512

合計 131 104 117 153 124 145 150 126 114 154 147 166 1,631

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

月曜日 29 22 31 29 22 38 27 23 21 36 37 45 30.0

火曜日 24 16 22 32 23 26 18 24 23 21 17 21 22.3

水曜日 28 14 15 26 19 28 31 20 17 25 24 27 22.8

木曜日 19 21 17 29 22 18 30 22 20 28 27 26 23.3

金曜日 17 22 22 23 22 26 34 19 18 24 23 30 23.3

土曜日 14 9 10 14 16 9 10 18 15 20 19 17 14.3

日曜日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

３）曜日別平均利用状況(予防含む)

４－４．認知症対応型通所介護(デイサービス）事業(介護予防含む)

　今年度は前年度対比で78.8％と低迷した。年度前半に終結者が多く新規獲得でカバーで
きなかった。年明けからは終結者が減少し、Ａフロアからの移行や利用増回もあり、徐々
に利用者数が増加傾向にある。次年度はいいスタートがきれそうなので、1日平均7名の利
用者数を目標に新規獲得を継続的に行っていく。また、口腔機能向上加算の算定を開始し
収益増加に努めたい。

１）利用者月間延べ人数推移

２）介護度別利用状況
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前年度末から新規利用者の問い合わせは増加傾向ではあったが、実際の見学から利用開始への流れまで

すべてのケースをつなげていく事は出来ず、一年を通しての各月の一営業回当たりの利用者数は約1名の

減少となってしまった。

しかし、厳寒期から年度末へ向けて徐々に一営業回当たりの利用者数は回復傾向となり、この勢いを

持って新年度に向かうため、今後の利用者数の増加が期待できる状況となっている。

今年度初頭より導入し、稼働し始めた機器としてニーメイトがあるが、利用者の評判も良く、従来の

サービスにおいて行ってきた筋力トレーニングを中心とした機器だけでなく、下肢の動きそのものに焦点

をあてた機器の導入により、歩行をはじめとする動作を行うために必要な機能訓練というものは複合的な

視点からとらえられて行われている事を実践から感じ取ってもらう事が出来たと同時に当事業所における

機能訓練がより総合的な大きな視点に立って行われている事を印象付ける事にも成功したと思われる。

昨年度から引き続き行ってきていた他部門との連携については、特に通所部門の一日型デイサービス

及び短期入所部門との送迎スタッフの協働による送迎対応が進んでおり、時間帯による送迎業務の進行

方法を確立しつつある。

また、行政への各種申請業務や請求作業については通所部門全体での統合された業務の進行が行われ、

今後も必要な情報のやり取りの方法についての課題は残されているが、業務分掌はほぼ確立されている。

日常業務におけるＩＣＴ化もさらに進められ、バイタルチェックの数値の記録についてもタブレットや

スマホを活用した入力方法が確立し、インカムの活用についても全ての職員が活用するツールとして

業務の効率化、省力化が進められた。また、従来は紙で配布していた請求書や領収書をウェブ上で閲覧する。

「つながる家族」も運用を開始し、年度内に通所部門の7割以上が利用するようになっている。

要支援及び要介護認定を受けていない方達を中心とした北区の委託事業である通いの場立上げ教室は

引き続き実施し、多くの卒業生を輩出すると同時に飛鳥晴山苑を利用する入口としての役割を果たしている。

R6平均 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R7平均

利用者数 187.2 165 166 166 170 173 173 170 170 172 176 173 171 170.4

延べ
利用者数

896.1 834 878 830 914 904 854 914 843 791 803 807 880 854.3

営業回数 42.7 43 45 42 45 43 44 45 42 42 42 42 43 43.2

1回の平均
利用者数

21.0 19.4 19.5 19.8 20.3 21.0 19.4 20.3 20.1 18.8 19.1 19.2 20.5 19.8

４－５．運動器機能向上特化型介護予防通所介護事業（デイサービス）

「リハビリデイあすか」

「リハビリデイあすか」利用状況
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和5年度 120 117 116 120 118 118 114 120 114 118 117 125

令和6年度 130 130 136 138 149 149 158 156 157 151 153 151

令和7年度 159 158 156 164 165 171 173 174 174 168 164 162

月
 地区

北区 149 149 148 155 156 162 162 162 162 156 152 151 1,864 1,658

豊島区 10 9 8 9 9 9 11 12 12 12 12 11 124 100

板橋区 0 0

その他 0 0

合　計 159 158 156 164 165 171 173 174 174 168 164 162 1,988 1,758

月
 地区

要支援１ 20 23 22 27 28 32 32 32 30 28 22 20 316

要支援２ 19 19 20 20 18 16 16 16 16 15 15 17 207

要介護１ 50 54 54 54 55 52 49 50 53 47 51 53 622

要介護２ 31 28 26 27 25 30 31 31 33 36 33 35 366

要介護３ 18 16 16 15 18 20 22 21 20 19 20 18 223

要介護４ 13 10 11 15 15 14 16 17 14 15 16 14 170

要介護５ 8 8 7 6 6 7 7 7 8 8 7 5 84

合　計 159 158 156 164 165 171 173 174 174 168 164 162 1,988

187  

98  

1,758  

前年度累計

223  

188  

509  

334  

219  

11月 12月 1月 2月 3月 累計

累計 前年度累計

３）介護度別件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

10月 11月 12月 1月 2月 3月

1,417  

1,758  

1,988  

２）地区別件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月

計

４－６．居宅介護支援事業　「ケアパートナーあすか」

　今年度の件数は微増であったが、取扱件数について制度や労働環境など勘案すると妥当と考える。

　今後の取組として主任介護支援専門員を増員予定、業務効率化の取組としてはケアプランデータ

連携システムの積極的運用などを進めるため、事業所更新を申請した。

１）月別ケアプラン作成件数（予防プラン含む)
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

介護保険収入 2,829,077 2,626,052 2,566,261 2,972,750 2,822,120 2,798,012

述べ件数 314 281 280 323 312 311

平均単価 9,010 9,345 9,165 9,204 9,045 8,997

オプション 利用者負担 0 0 0 0 0 0

医療保険収入 1,528,960 1,397,900 1,407,250 1,518,030 1,422,320 1,359,640

述べ件数 167 48 150 159 165 144

平均単価 9,155 29,123 9,382 9,547 8,620 9,442

オプション 利用者負担 0 0 0 0 0 0

408,847 379,266 237,106 -75,439 198,286 -91,551

4,766,884 4,403,218 4,210,617 4,415,341 4,442,726 4,066,101

10月 11月 12月 １月 2月 3月

介護保険収入 2,936,328 2,354,347 3,008,560 2,510,288 2,123,256 2,361,698

述べ件数 331 265 339 290 254 278

平均単価 8,871 8,884 8,875 8,656 8,359 8,495

オプション 利用者負担 0 0 0 0 0 0

医療保険収入 1,428,720 1,307,320 1,257,370 1,499,780 1,300,490 1,406,610

述べ件数 164 132 153 157 136 153

平均単価 8,712 9,904 8,218 9,553 9,562 9,194

オプション 利用者負担 0 0 0 0 0 0

164,274 35,030 263,347 155,500 125,539 175,809

4,529,322 3,696,697 4,529,277 4,165,568 3,549,285 3,944,117

年間総収入　50,719,153円　

事業収入

医療保険

実習費・返戻など

事業収入

介護保険

医療保険

実習費・返戻など

介護保険

４－７．訪問看護事業「訪問看護ステーション　飛鳥晴山苑」

＜基盤づくりと経営の安定化へ向け＞

　令和7年度は看護師1人あたり4.5件/日、リハビリ5～6件/日の訪問を行い、年間6,253件
を目標としていた。しかし実績は5,392件にとどまり、収入も50,796,846円と目標を下回る
結果となった。要因としては、人員体制の不安定さによる稼働率の低下や、新規利用者の
獲得不足が影響したと考えられる。今後、安定した経営を維持するためには、人員体制の
強化が不可欠であり、特に常勤看護師の確保と定着支援が重要である。また、利用者獲得
に向けては、居宅介護支援事業所や連携医療機関への定期的な訪問や情報共有を通じて、
顔の見える関係づくりを強化していく。

令和7年度実績
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職員研修参加状況

月 内　　部　　研　　修　　名 外　　部　　研　　修　　名

新規採用職員研修 機能訓練指導員委員会

リーダー研修①

見守り機器活用研修

倫理・法令遵守研修

感染症予防研修① 第1回ノーリフティング基礎研修（5月～6月）

プライバシー保護研修 実技セミナー「食機能をダメにするケア、引き出すアプローチ」

給食施設栄養業務連絡会

認知症ケアに関する研修 令和7年度第１期　東京都介護支援専門員　再研修

NPO法人日本健康運動指導士会本部講習会2025年度第３回本部講習会

板橋区リハネット「加齢性難聴と補聴器～聞こえにくさに対する支援のあり
方～」

第26回日本訪問リハビリテーション協会学術大会in群馬2025

訪問看護限定セミナー「高齢者虐待防止実践方法～不適切ケアからイン
シデントを先読みする～」

北区介護支援専門員研修「成年後見制度の活用を通して」

第1回北区サービス事業者研修「障害のある利用者とのコミュニケーション」

訪問看護ステーション飛鳥晴山苑学習会「呼吸介助法の実技講習会」

TOKOωTOKO第26回学習会「褥瘡をみればケアがわかる！」

リーダー研修② 北区役所「はじめてでも大丈夫！楽しく学ぶチラシデザイン」

口腔衛生研修 晴山会・昌擁会グループ　管理栄養士会

リスクマネジメント① 第9回こどものための福祉機器展

第2回北区サービス事業者研修「スタッフを守る！管理職のためのカスタ
マーハラスメント対応研修」

第4回レコードブック駒込　運営推進会議

令和7年度　認定調査員現任研修

身体拘束の排除 北区リハネット在宅リハビリテーション委員会「難病初期の関わりについて」

高齢者虐待防止研修① 北区「ケアプランデータ連携システム説明会」

接遇・社会人マナー研修 令和7年度北区介護支援専門員研修

東京北医療センター公開講座「フットケア研修」

緊急時対応研修 北区「認知症ケア向上多職種協働研修」

日本エンドオブライフケア学会第8回学術集会

北区社会福祉協議会「福祉施設等苦情対応研修～苦情をサービス向上
につなげるために～」

北区在宅ケアネット顔の見える連携会議「もしバナゲームを使ってACPを考
える」

東京都介護支援専門員専門研修課程Ⅱ

サニーヒル板橋「最後まで食べて生ききる～命をつなぐ一口の力～チーム
で繋げる看取り介護」

CMAT　ソーシャルネットワーク研修

特定給食施設栄養技術講習会「食物アレルギーの栄養指導～最新の対
応と適切な支援について～」

９月

４月

５月

６月

７月

８月
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リーダー研修③ ダノン健康栄養フォーラム「ヘルシーエイジングをめぐって」

ノーリフト推進研修 晴山会・昌擁会グループ　管理栄養士会

医療に関する教育、研修 ケアマネージャー向け研修「ChatGPTで作るケアプラン第2表の作り方」

TOKOωTOKO第27回学習会「耳・肩・背中・下肢の褥瘡ケア 悩んでいま
せんか？」

たきケアの会「もしかしてヤングケアラー？気づく力とつなぐ力」

北区介護支援専門員研修「ファシリテーションスキル」

感染症予防研修② 認定調査員現任研修（第二回）

ターミナルケア研修
CMATweb研修「今だから見直そう！主任ケアマネジャーの役割と指導の
視点、自分のケアマネジメントを深める技術」

北区サービス事業者研修「傾聴・承認から始めるコーチング研修」

第5回高齢者施設などにおける感染症対策研修会

東京都介護支援専門員専門研修課程Ⅱ

東京都訪問看護ステーション協会「東京で災害がおきたらどう守る？どう繋
がる？」

精神的ケア研修 北区在宅ケアネット　認知症見立て塾

災害時業務継続計画の研修①
訪問看護ステーション飛鳥晴山苑学習会　第２回呼吸介助法の実技講習
会「座位での呼吸介助　俳痰法について」

第6回北区介護サービス事業者研修会「人権尊重について考える」

北区介護支援専門員研修「災害に強いケアマネジャーになろう」

全国高齢者施設看護師会「食機能をダメにする、引き出すアプローチ実技
セミナー」

リーダー研修④
北区訪問看護ステーション連絡協議会「災害に強いステーションと地域連
携を考える」

口腔衛生研修 北区介護支援専門員研修「精神疾患を患っている方への対応」

リスクマネジメント②

身体拘束の排除
北区介護支援専門員研修「認知症のステージアプローチ～進行予防・
BPSDへの対応・緩和ケアアプローチ～」

高齢者虐待防止研修②
特定給食施設栄養管理講習会「日本人の食事摂取基準（2025年度）活用
のポイント」

災害時業務継続計画の研修②

介護技術・褥瘡予防
特定給食施設栄養管理講習会「給食施設における衛生管理と食中毒予
防」

晴山会・昌擁会グループ　管理栄養士会

日本訪問看護財団「令和8年度診療報酬改定セミナー」

３月

１０月

１１月

１２月

１月

２月
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人　数

1名 R8年2/9～3/4 　(全15日間)

2名 R7年8/4～9/5(全23日間)

3名 R6年11/4～11/29　(全18日間)

 十文字学園女子大学 2名

12名

 飛鳥中学校 3名 R7年9/17～9/19　(3日間)

 明桜中学校 3名 R7年12/10～12/12　(3日間)

2名

2名

1名

R7年12/2～12/5　(3日間)

R7年12/8～12/11　(4日間)

 首都大学東京訪問看護実習

R7年6/3～6/4、9/30～10/1(全4日間)東京歯科衛生専門学校

介護実習（2段階） 東京福祉保育専門学校

介護実習（2段階）  東洋大学

介護実習（2段階） R8年2/9～3/6(全20日間)

職場体験・体験学習

歯科衛生士実習

職場体験・体験学習

R7年11/25～11/27　(3日間)

実習生受入状況

研　修　名 依　頼　元 実　　習　　日

介護実習（1段階） 日本福祉教育専門学校
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行　　事 会　　議 委　員　会

４月

※特養の行事は新型コロナウイ
ルス感染防止対策の為年間を通
してフロア単位で実施。

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
事故防止対策委員会

５月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

医療的ケア安全委員会
身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
防火管理委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会

６月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
褥瘡対策委員会
事故防止対策委員会

７月 七夕(特養)

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
防火管理委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会

８月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
事故防止対策委員会

９月 敬老会(特養)

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

医療的ケア安全委員会
身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
防火管理委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
褥瘡対策委員会

 行事・会議・委員会実施状況
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行　　事 会　　議 委　員　会

１０月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
事故防止対策委員会

１１月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
防火管理委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会

１２月 クリスマス会(特養)

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
褥瘡対策委員会
事故防止対策委員会

１月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

医療的ケア安全委員会
身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
防火管理委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
広報委員会

２月 節分（特養）

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
事故防止対策委員会

３月

施設運営会議　フロアリーダー会議
フロア会議　ユニット会議
サービス担当者会議　医務室会議
入所検討会議　在宅サービス担当者会議
デイサービス会議
居宅ケース会議　包括内会議
包括部門会議包括事例検討会
訪問看護ステーション運営会議
訪問看護勉強会　訪問看護事例検討会

医療的ケア安全委員会
身体拘束廃止委員会
感染対策委員会
防火管理委員会
衛生委員会
介護力向上委員会
生活行事実行委員会
褥瘡対策委員会
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